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伊藤忠、CO2でセメント原料製造　製鉄所などに設備併設

伊藤忠商事は二酸化炭素（CO2）を活用してセメントやコンクリート原料を製造する専用設備を展開する。オーストラリ

アの新興企業と提携し、2023年にも国内の製鉄所や火力発電所に併設する。産業廃棄物にCO2を固定化する技術は国内で

複数の実証が進むが、豪州ですでに実績のある技術を持ち込むことで、脱炭素を急ぐ日本企業の動きを後押しする。

オーストラリアのミネラル・カーボネーション・インターナショナル（キャンベラ、MCi社）と業務提携した。伊藤忠は同

社から技術供与を受け、日本で専用プラント建設を支援する。

製鉄工程で生じる副産物のスラグや火力発電所で生じる石炭灰、使用済みのコンクリートなどとCO2を結合させ、炭酸塩

をつくる。炭酸塩は様々な用途に応用でき、セメントやコンクリート、建設資材の原材料になる。建設や土木分野での再

利用を見込める。

伊藤忠はまずはCO2排出が多い製鉄所や発電所に併設する形で、23年にも実証プラントを立ち上げる。商用化は26年以降

になる見通し。1拠点あたりCO2を年5万トン削減できるプラントから始め、20万トン、100万トン、200万トンと段階的に

規模を拡大する。

30年までに日本を中心に20～30カ所で専用プラントを展開し、製鉄所や発電所などの排ガスに含まれるCO2を500万トン

削減する。セメントやコンクリートの製造工程でもCO2は発生するが、専用プラントでCO2から作られた新原料を製造す

ることで、最大500万トン規模を相殺できる。30年時点で合計1000万トンのCO2排出量の削減を目指す。

MCi社は13年設立の新興企業で、豪州国内で実証プラントを建設済み。通常は専用設備を使って排ガスからCO2を分離回

収して濃度を高める必要があるが、吸収させるタイミングや圧力などを工夫したことで、分離する工程を省いた。CO2吸

収の効率を高めつつ、コストを抑えられる。

伊藤忠は鉄鋼や電力業界とのネットワークを活用し、取引先に専用プラントの建設を売り込む。各業界で進むCO2削減の

需要を取り込む。
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再生エネ比率、石油業界予想上回るペースで拡大へ＝調査会社

［オスロ　６日　ロイター］ - ノルウェーのエネルギー調査会社ライスタッド・エナジーは６日、２０５

０年までに世界の全エネルギー需要の７４％を再生可能エネルギーが満たすとの最新見通しを示した。石

油大手各社や国際エネルギー機関（ＩＥＡ）の予想をはるかに上回る水準となる。

石油大手各社による予想は最も高い数字で、エクイノールが４３％、シェル４５％、ＢＰ６９％。ＩＥＡ

は、４０年までに再生可能エネルギーが占める割合を３５％と予測した。

ライスタッド・エナジーのライスタッド最高経営責任者（ＣＥＯ）は６日のオンライン会議で、米国が今

年、地球温暖化対策の国際枠組み「パリ協定」に復帰して温室効果ガス削減の新目標を示したことや、５

０年までに温室ガス排出を実質ゼロにする目標を掲げる国々の増加、さらには再生可能エネルギー技術の

発展で、エネルギーをめぐる状況が変わったと指摘。「これまでの全ての評価を撤廃しなければならな

い。全く新たな見方をする必要がある」と強調した。

同社は、電気自動車（ＥＶ）の販売台数が３０年までに６４００万台に増加すると予想。石油各社の予想

は２２００万─３８００万台、ＩＥＡは３０００万台としている。

また、生産コストの低下や太陽光・風力発電の効率向上を背景とした再生可能エネルギー生産の増加、さ

らにはＥＶ販売の拡大で、石油とガス需要のピーク時期予想が早まっている。

ライスタッドは先月、世界石油需要が２６年に日量１億０１６０万バレルのピークに達するとの見通しを

示した。昨年１１月時点では、２８年に同１億０２２０万バレルのピークが訪れると予想していた。


